
いわき市カーボンニュートラル宣言文
地球温暖化による気候変動は、もはや気候危機とされるまでに
進行しています。異常気象による猛暑や豪雨、台風などによる
自然災害が多発するとともに、深刻な食料不足や生態系の変化
といった様々な影響を地球規模で及ぼしています。

本市においても、100年で平均気温が約1.7℃上昇しており、
地球温暖化問題は、市民一人ひとりにとって、解決しなければ
ならない、とても重大な問題です。

国際社会においては、2015年のパリ協定及び2021年の
グラスゴー気候合意において、「世界的な平均気温上昇を産業革
命以前に比べて1.5℃に抑える努力を追及する」ことなどが示され、
我が国においても、2020年に、2050年までに脱炭素社会の
実現を目指すこととされました。
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本市はこれまで、エネルギーの変遷に適応しながら、東北有数の
工業都市として発展してきましたが、2011年には東日本大震災に
よって多大なる被害を受け、復興は未だ道半ばです。
こうした中、再生可能エネルギーを中心としたエネルギー転換期
を迎えていますが、これまでの経済発展を支えてきたエネルギー
産業とその長い歴史の中で培ってきた強みを最大限に生かし
ながら、環境と社会・経済の好循環を創出し、グリーン成長に
つなげていきます。

私たちは、将来世代に緑豊かな自然を有したふるさとを引き
継ぎ、また、持続可能な社会へシフトするため、市民、行政、
事業者及び各種団体が連携・協働し、一丸となって二酸化炭素
の排出を実質ゼロとするカーボンニュートラルの推進に取り組み、
脱炭素社会を2050年までに実現することに挑戦します。
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